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年間に献血できる回数には上限があります
・全血採血 400mlの場合⇒男性 3回、女性 2回
・成分採血の場合⇒24回
（血小板成分献血1回を2回分と換算して血漿成分献血との合計で）

みなさまの思いやりで助かる命があります。
医療技術が進歩した今日でも血液は人工的に造
ることはできず、長期保存もできません。血液を
確実に届けるために、継続した献血へのご協力
をお願いします。

市内における、熱中症による救急搬送件数は、年間100件以上。内訳は、65歳以上の高
齢者の割合が高く、住居や道路での発生が多くなっています。（那覇市消防局調べ）
夏は屋外での活動や疲労など、熱中症を引き起こすリスクも高まります。室内でも油断

はできません。初夏や梅雨あけなど体が暑さに慣れていないのに気温が急上昇するときは
特に危険です。熱中症は、正しい知識と対処法を知ることで防げます。自分だけでなく周囲
の高齢者や子どもにも目を配ってあげてください。

特に熱くなると
予測された日の

当日や前日に環境省と気象庁が
熱中症警戒アラートを

発表します

熱中症警戒アラートを受信するには
t-env@sg-p.jpへ空メールを送信する
か、右のQRコードから環境省を友だち
登録し、地域を設定してください。

高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の
水分や塩分のバランスが崩れ体温調節機能がうま
く働かなくなり、体内に熱がこもった状態。屋外だ
けでなく室内で何もしていない時にも発症します。
めまい、頭痛など

といった症状を引き
起こし、重篤な場合
は死亡することもあ
ります。

体内の水分が不足しがちです
暑さに対する感覚が低下しています
暑さに対する体の調節機能が低下しています

「熱中症ゼロへ」
のサイトにはさ
らに詳しい情報
がのっています

夏バテを防ぐ
にはたんぱく
質が重要です

通気性のよい涼しい服装を心
がけ、天気の良い日は日陰を利用
しこまめな休憩を。シャワーや保
冷剤、冷たいタオルで体を冷やす
ほか、涼しい場所や施設を利用し
ましょう。

成人の場合、1日にコップ約６
杯分の水をとりましょう。1時間
ごとにコップ１杯、入浴前後や起
床後もまず水分補給を、大量に
汗をかいたときは塩分も。

「誰かのためになるならやってみたい」と献血について以前から気になりつ
つも、足を運ぶきっかけがなかったBさん。いざ献血ルームへ！

あっという間の時間でした。もっと早く来ればよかっ
たな。病院のように緊張するかと思いきや、リラックス
できる落ち着いた空間でした。女性の場合、
全血献血は年間800mlまでしかできないと
知りビックリ。また４か月後に来たいです。
読みたい漫画もたくさんありました♪

初回は、４００ｍｌの全血献血
をお願いしているとのこと。
登録や説明があるので所
要時間は約６０分。貧血検査
や問診を経て、採血ベッドに
横になります。

DONATE BLOOD SAVE A LIFE

今回献血を行ったのは

初めての献血

くもじ献血ルーム
市役所１階で400ml献血ができます

献血の流れ
事前検査10分

＋
全血献血は10分
成分献血は60分

＋
休憩時間10分以上

待って
るっち

保健総務課　☎853-7964

7月13日（木）と14日（金）
［9:30～11:30/13:00～17:00］

☎864-0368

久茂地1-3-1久茂地セントラル
ビル3F
（パレット横の1Fにファミリー
マートが入っているビルです）

問合せ
9:00～17:00

当日の適正な採取量を算出するため
献血前に体重を測定します

採
血

予防するには

・・・・・熱中症警戒アラートが発表されたら・・・・・
いつも以上に積極的に予防につとめましょう。熱中症とは

高齢者は特に注意が必要です
１
2
3

熱中症ゼロへ

環境省LINE

☎ 853-7961健康増進課

危険な暑さを避ける

水分と塩分の補給、休息をしっかりと

周囲の高齢者やこどもを気にかけ、声かけを

体験ルポ

受付 検査、問診 採血
採血中

輸血を
受けた方
からの
メッセージ

献血カードGET！

休憩集められた血液は輸血用血液製剤や血漿分画製剤となり、
病気やけがの治療に使われます。出産や手術、事故など誰
もが輸血を必要とする当事者になる可能性があります。沖
縄エリアでは夏休みのある7,8月、体調を崩す方が多い1,2
月、人事異動がある3,4月に献血者数が落ち込みます。

10ページでは熱中
症対策レシピを紹介

しています

予約制です

齢者の割合が高く、住居や道路での発生が多くなっています。（那覇市消防局調べ）
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はできません。初夏や梅雨あけなど体が暑さに慣れていないのに気温が急上昇するときは
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熱中症に

７月は
愛の血液助け合い
運動月間です！

眠ってる…⁉

問


